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徳島県博物館協議会

徳島県博物館協議会は、徳島県内の博物館施
設が相互協力して博物館活動の振興をはかるた
め、平成 8 年 2 月 27 日に設立されました。現
在は 51 館で組織しています。

加盟館は、WEB 上では「徳島県博物館マッ
プ」からご覧になれます。

徳島県立近代美術館では、9月2日（日）まで 「無
言館」所蔵作品による「戦没画学生 生命の絵」展
を開催しています。
戦没画学生慰霊美術館「無言館」は、1997年、

6 月 26 日（火）大塚国際美術館において本 長野県上田市に開館しました。美術学校で学んだ
年度の総会が開催されました。24 年度の事業 り、独学で絵画を学んだりしていた戦没者たちの作
計画等を決定した後、講演会とセンター内の見 品・資料を収集・保管している美術館です。今回
学を行いました。 は、その中から約120点の作品と約300点の資料を
○講演会 紹介します。中には徳島出身の伊澤良雄と岩田良

①「時空を超えて、よみがえる西洋名画」 二の作品も含まれています。
大塚国際美術館 学芸員 安東 七瀬 氏 戦没画学生たちの作品は、いつ戦争に駆り出さ

○施設見学 れるかわからない時代に、発表するあてもなく、た
・西洋名画の説明 ・自由見学 だ描きたいが故に描かれたものです。画家としては

未熟だったかもしれませんが、彼らの作品は、現代
に生きる私たちにも何かを訴えかけてくることと思い
ます。

是非、展覧会に足を運んで、彼らの作品に向き
合ってみてください。

講演会の様子

太田章<妹・和子の像>

〒 770-8070 徳島市八万町向寺山
西洋名画「最後の晩餐」の鑑賞 ℡ 088-668-1088
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情報コーナー
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「戦没画学生 生命の絵」展
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徳島県立文書館 徳島県立阿波十郎兵衛屋敷
「上月文書の県文化財指定」 「阿波人形浄瑠璃の上演」
本年、当館寄託資料である「井口家文書」１ 郷土芸能 阿波人形浄瑠璃の芝居の上映をし

８２点が「上月文書附井口家関連資料」として ております。
徳島県指定有形文化財の追加指定を受けまし ○定期公演 毎日 11:00・14:00
た。（平成２４年６月１日県報告示） ○企画公演

上月氏は、室町時代に播磨国（兵庫県）など 8 月 11 日～ 16 日 11:00・14:00・15:30
を支配していた有力大名赤松氏の重臣でした。 9 月 16 日（日）9 月特別企画公演
やがて戦国の下克上の中で勢力を失っていった 10 月 28 日（日）10 月特別企画公演
赤松氏は、最後は秀吉から現在の藍住町周辺に 11 月 17・18 日（土・日）
一万石を与えられる小大名へと転落し、それも 阿波人形浄瑠璃まつり
まもなく廃絶してしまいます。赤松氏が阿波に ご来館をお待ち致しております。
移ったこともあってか、上月氏の文書群も阿波
にもたらされ、江戸時代以来、三好郡在住の徳 〒 770-0114 徳島市川内町宮島本浦 184
島藩士井口家に伝えられてきました。 ℡ 088-665-2202

この上月文書の大半は『兵庫県史史料編 中
世九・古代補遺』に採録され、研究者に広く利
用されています。このうち、旧南朝勢力に奪わ
れていた三種の神器の神璽（玉）を赤松氏の家
臣たちが奪回した顛末を描いた「南方御退治条
々」は昭和３１年に徳島県指定有形文化財とな
っていました。このたび上月文書全体の史料価 第 27 回国民文化祭開催に合わせて、平成 24
値が評価され、井口家に残る他の関連史料とと 年 9 月下旬の「第 15 回阿波人形浄瑠璃フェス
もに全体が一括して県指定有形文化財の追加指 ティバル」前にリニューアルオープン予定です。
定となったものです。 そのため、平成 24 年 8 月 1 日～ 9 月下旬まで、

これを記念して、当館では６月１日（金）か 改修工事・展示準備等により閉館いたします。
ら７月１日（日）まで緊急展示「上月文書」紹 リニューアルオープン後は、下記のとおり開
介展を開催いたしました。また、閲覧室で申請 館いたします。
していただくと上月文書を写真版でご覧いただ 記

開館時間 9:30 ～ 17:00
（最終入館 16:30）

観 覧 料 無 料
休 館 日 あわぎんホール休館日

(平成 24 年 11 月 14 日)
※平成 24 年 9 月下旬から 11 月末日までの間

〒 770-0835 徳島市藍場町 2-14
℡ 088-622-8121

鳴門市ドイツ館は、第一次大戦中に板東捕虜
けます。戦乱の世を生きた人々の息吹が伝わっ 収容所で暮らしたドイツ兵と地域の人々との交
てくる文書群です。ぜひご覧になってください。 流を顕彰するために建設された史料館です。

南方御退治条々（冒頭部分） 松江所長は戦時下という状況にありながら、
収容所の自主的な運営を認め、音楽や演劇など

〒 770-8070 徳島市八万町向寺山 多彩な活動に取り組みました。中でもベートー
℡ 088-668-3700 ヴェンの交響曲第九番がアジアで初めて演奏さ

情報コーナー

あわぎんホール徳島県郷土
文化会館 ～阿波木偶資料館～
「阿波木偶資料館 リニューアルオープン」

鳴門市ドイツ館
「ドイツ館の紹介」

徳島県博物館協議会ニュース No.40
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れた地として有名で、実物大の人形が演奏を聴 化財的な価値付けを行い、今後の町並み保存に
かせる「第九シアター」で当時の様子が再現さ 資していきたいです。
れています。

〒 779-4802 三好市井川町岡野前 64
〒 779-0225 鳴門市大麻町桧字東山田 55-2 ℡ 0883-78-4311

℡ 088-689-0099

三好市では平成 23 年度から 2 カ年間の計画
で、市が目指す「歴史と文化が息づく個性豊か 保存したい辻の町並み
なまちづくり」の一つとして辻地区町並み調査
を取り組み井川町の活性化、辻の町並みの魅力
の再発見などに役立てようとしています。

まず、辻地区には現在どのような建物がある
のかということ、（古い建物を外観から見た様
子で判断）構造（木造、非木造、平屋、二階建
など）時代別（明治、大正、昭和）などに分類
して分布図を作っています。

また建物の現況調査とあわせて、辻の伝統的
な町並みがどのように形成されてきたのか古い
資料などをもとにその歴史を調べています。

もともと辻町は江戸時代後期から明治時代に
かけて、隣に位置する池田町と共に刻みたばこ
の製造で繁栄してきた町で明治 35 年（1902）
には徳島県一の工業都市となっていました。

このたばこの製造、販売が専売制になったの
は明治 37 年（1904）。それまでたばこ業を営ん
できた民営のたばこ会社には専売局から補償金
が支払われ、製造業者は廃業、転業を余儀なく
されました。

彼らは町の将来を考え、補償金の中から総額 上の 3 枚の写真は木造 4 階建で４階は中国
一万数千円の寄付金を募りその内一万円が教育 風の窓をめぐらし、城の本丸あるいは望楼のよ
資金に当てられ、さらにその一部が神社の新築、 うです。（島尾菓子店）
修繕にあてられたりしました。それ以前にも四
国で初めて水力発電所を建設した経緯がありま
す。

ふるさと交流センター１階には民俗資料室を
併設し刻みたばこに関する史料を数多く保有し
ています。この中では、辻町のたばこ業者の変
遷や町並みのパネルを用いて紹介するととも
に、引き札や看板もあり、包装紙の版木、計量
用をはじめとする道具類、商用帳簿類なども展
示しています。

これらの資料は今度の町並み調査へ提供でき
るものであり、また郷土史家吉岡浅一氏が三、
四十年前に町内の家屋、年中行事、石造文化財
等を撮影した写真が約千点以上整理して保存さ
れており、これらを有効活用していただいて文 吉野川の渡し跡付近のようす

情報コーナー

三好市井川ふるさと
交流センター民俗資料館

「三好市井川町つじ地区町並み調査への協力」

徳島県博物館協議会ニュース No.40
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○ 架橋記念館エディでは夏休み期間中延長開 当館では、国鉄鍛冶屋原線の資料を常設展示
館致します。 しています。

9:00～18:00 国鉄鍛冶屋原線を簡単に説明すると、当線は
（最終入館は17:30まで） 1923（大正12）年2月15日、阿波電気軌道の池

※8月11日(土)～8月15日（水）は 谷駅・鍛冶屋原駅間開業から始まり、1933（昭
8:00～18:00 和10）年７月１日、国鉄に買収、1935（昭和12）

○ 夏休み期間限定キャンペーン 年３月20日、高徳線全通から板西駅（現板野駅）
「大鳴門架橋記念館エディ」と「渦の道」の ・鍛冶屋原駅間を鍛冶屋原線と変更、1943（昭
セット 和18）年11月１日、軍需用資材としてのレール

券購入の方に 供出により営業を停止しました。1947（昭和22）
「オリジナルクリアファイル」をプレゼント 年７月15日には、営業を再開しましたが、1972
します。 （昭和47）年１月16日、利用者数の減少から廃

○ ラジコン模型船展示会開催中 線となりました。。
徳島ラジコン模型船同好会の協力のもと鳴 資料は、開通を知らせるポスター(写)、停車

門海峡を航海している船を中心にラジコン模 場の平面図、廃線時の模様を捉えた写真、信号
型船を約15隻展示しています。 灯等で、これらは、現存資料が少なく、上板町

※詳しくはホームページをご覧下さい。 ・徳島県の交通史にとっても貴重です。
〒 772-0053 鳴門市鳴門町土佐泊浦字福池 当線に興味・関心を持たれている方は、是非

℡ 088-687-1330 お越しください。
（記入者 上板町教育委員会 樫山 昌史

FAX 088-694-6802）

〒 771-1310 板野郡上板町泉谷字原中筋 8-1
℡ 088-694-5688

～天狗久資料館からのお願い～
今年のお盆（８/12 ～８/15)には開館いたし

ます。そのため阿波おどり期間中を含む 8/9
（木）～ 8/19（日）午前 9 時 30 分より午後４
時まで開けています。よい機会ですので是非お
立ち寄り下さい。入館料は不要です。

また、天狗久まつりを下記のとおり天狗久 70
回忌記念行事として 2 日間実施いたします。
１ 実施日時 11 月 10 日（土）11:00 ～ 12:00

内 容 三味線流しと天狗久人形行列に
よる墓参り

行 程 天狗久資料館から西福寺内墓地
まで（約１ Km）

２ 実施日時 11 月 11 日（日）13:00 ～ 15:00
場 所 ①箱廻しと天狗久

②面劇師花之家花奴と天狗久
③阿波人形浄瑠璃と天狗久

・国府小学校児童による阿波人形浄瑠璃
・寄井座による阿波人形浄瑠璃

備 考 天狗久資料館
〒 779-3121 徳島市国府町和田字居内 172

（TEL 088-643-2231） 開通を知らせるポスター

情報コーナー
徳島県博物館協議会ニュース No.40

上板町立歴史民俗資料館
「国鉄鍛冶屋原線の資料について」

大鳴門橋架橋記念館
「夏休みは企画も展示も盛りだくさん！」

徳島市天狗久資料館
「天狗久資料館の行事について」
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佐那河内いきものふれあいの里が設立されて
から 20 年の節目にあたる今年、今までとひと
味違った視点から自然に触れる“きっかけ”を
お届けする「絵からはじまる大川原」と題した
企画展を行います。

この企画展では、画家 峯幸子氏が描いた佐
那河内や大川原の作品を中心に展示します。絵
画として描かれた佐那河内や大川原の風景か
ら、改めて自然の魅力を体感していただけると
幸いです。自然に囲まれた展示室で，ゆっくり
と絵画の世界をお楽しみください。

切妻本瓦葺の門を開くと、築地堀に囲まれた

開催期間 2012年7月3日（火）～ 550 坪の敷地。その中には母屋（主屋）、蔵、
9月2日（日） ネドコ等の建物群と、鶴亀蓬莱庭園（座視鑑賞

開館時間 午前9時～午後4時 式）が広がっています。さらに庄屋としての特
休館日 月曜日（祝日の時は翌日） 別な格式を備えた間取りは、他の民家とは明ら
観覧料 無料 かに趣を異している貴重な文化遺産です。

―イベント―

●絵からはじまる大川原関連イベント ○第 13 回 つるぎのまちの菊の節句

スケッチ教室 ～月花遊々～

開催日10月13日（土）10:00～ 会場へと続く町並みを行燈が優しく案内し、

※佐那河内いきものふれあいの里ネイチ 着いた先ではススキやほうき草、菊などの生花

ャーセンター 集合 が妖艶に迎えてくれます。月を迎える神事や、

スケッチ場所：いきものふれあいの里 尺八、サックス等の演奏会があり、お月見にち

キャンプ場 なんだお菓子やお茶もいただけます。

※定員 35 名／専門の申込用紙もしくは 日 時 9 月 29 日(土） 18:00 ～

お電話にて受付／参加無料 前夜祭 9 月 28 日(金）、後夜祭 9 月 30 日(日）

●お知らせ 会 場

秋には，陸貝の企画展の開催を予定して 旧永井家庄屋屋敷（徳島県美馬郡つるぎ町貞

います。企画展の詳細やその他の行事につ 光字西浦 37）、二層うだつの町並み、織本屋

いてはホームページで随時お知らせしま 料 金 無料

す。 駐車場：有り：つるぎ町就業改善センター

徳島県立佐那河内いきものふれあいの里 つるぎ町役場本庁周辺

ネイチャーセンター 問い合わせ：つるぎ町商工会 0883-62-2222
〒 770-4102 徳島県名東郡佐那河内村上字

大川原 5-8
電 話・ファックス：088-679-2238
ホームページ

http://www4.tcn.ne.jp/~fureainosato/
〒 771-4102 名東郡佐那河内村上字大川原 5-8

（TEL 088-679-2238）

情報コーナー
徳島県博物館協議会ニュース No.40

徳島県立佐那河内いきもの
ふれあいの里

企画展「絵からはじまる大川原」

旧永井家庄屋屋敷
「第 13 回 つるぎのまちの菊の節句」

～ 月花遊々 ～
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ッフまでお問い合わせ下さい。
※各イベントの詳細等については、当園へお

電話 0884-34-3251）いただくか、当園 HP
当園は、電源開発㈱と四国電力㈱の橘湾石炭 （http://www.jy-wonderland.jp)にてご確認下さい。

火力発電所の対岸に位置する体験型施設です。 〒 779-1620 阿南市福井町舟端 1 番地
屋内の展示コーナーでは、さまざまな「ふ （TEL 0884-34-3251）

しぎ」に好奇心がふくらみ、発見する喜びを味
わえます。また、屋外には Wa ンダーグラウン
ドをはじめ、趣向をこらした遊具や四季を彩る
花畑などが広がり、元気に体を動かしたり、ゆ
ったりとリフレッシュしたりできます。 ●プラネタリウム ： 一般投影
◎平成 24 年 8 月と 9 月の催し物案内(無料) ○ポケットモンスター
(1)☆「橘湾石炭火力発電所 夏休み個人見学 ベストウィッシュ光と影のテンキュウギ

会」～発電所探訪の旅に出かけよう～ (内容) ロケット団にさらわれたピカチュウ、
○日 時 ： 7 月 21 日（土）～ 8 月 31 日（金） 古代遺跡「テンキュウギ」の謎を解き明

① 10:30 ～② 12:30 ～③ 14:30 ～ かし、サトシたちはピカチュウを取り戻
［60 分～ 90 分］ す事ができるのか。

○対 象 ： 小学生以上 ※スケジュールが変更になる場合があります
○定 員 ： １回６名様まで ので、詳しくはＨＰまたは電話でお問い合わ
○内 容 ： ご希望の方には、自由研究シー せ下さい。

トをプレゼントします。 ●子ども科学館
(2)☆ 発電所見学案内体験会 ○第 27 回企画展

～ Wa ンダーランドスタッフ体験～ 指令 2 猛獣の秘密をさぐれ！
ミッション

○日 時 ： 7 月 23 日（月）～ 8 月 31 日（金） あすたむらんどに猛獣たちが大集合！！
※平日のみ開催 ホッキョクグマやライオン、トラなど生

① 10:30 ～② 12:30 ～③ 14:30 ～［９０分］ きていれば近づく事ができない猛獣たちの
○内 容 ： Wa ンダーランドスタッフに 剥製を見て、触れて、迫力いっぱいの体験

なって、ご家族を発電所へ案内 をしよう！
してあげよう！ 世界中を旅した気分で猛獣の剥製たちと

(3)☆ ふしぎ発見工作教室 （参加無料！） 記念写真を撮ろう！
～電気っておもしろい～ 開催日 7 月 14 日(土)～ 9 月 2 日(日)

8 月 12 日（日） 「モーニングメロディ♪」 時 間 9:30~17:30
○時 間 ： ① 11:00 ～② 14:00 ～ 参加費 子ども科学館常設展示の観覧券が必

（作製時間：60 分程度） 要
○対象年齢 ： 小学校高学年 各イベントの詳細については、催し案内か
○定 員 ： 各 20 名（先着受付順） HP でご確認していただくか、お電話でお問
○準備物 牛乳パック〔１リットル〕１本 い合わせください。

・ 折り紙） 〒 779-0111 板野郡板野町那東字キビガ谷
(4)☆サンデーイベント（毎月第３日曜日 開催） 45-22

★小学生対象 Tel. 088-672-7111
★① 11:00 ～② 14:00 ～ HP. http://www.asutamuland.jp/m/

(作製時間 30 分から 60 分程度）

★各２０名（先着受付順） 徳島県博物館協議会ニュース No.４０
★８月１９日（日）：「万華鏡貯金箱」 平成 24 年 8 月 1 日 発行
（準備物：六角形ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ〔500ml〕１本 編集・発行者

・ クレヨン・ビーズ） 〒 770-8070
★ 9 月 16 日（日）「お絵かきエコバッグ」 徳島市八万町向寺山

（準備物：特になし） 徳島県立博物館内
＊催し物(1)～(4)の申込方法 徳島県博物館協議会事務局

お電話（0884-34-3251) または、直接スタ TEL.088-668-3636 FAX.088-668-7197

情報コーナー
徳島県博物館協議会ニュース No.40

Jﾊﾟﾜｰ＆よんでんWaンダーランド
「7 月・8 月・9 月の催し物案内」

あすたむらんど徳島子ども科学館
「7 月～ 9 月の催し物案内」


